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所得資源）であり，観光資源でもある。ここ 20 年来（1993 年がピーク），そ
の生産量は 3分の１に減少，栽培面積も 3分の１に低下，生産者数は 4分の１
である。また，チューリップフェア入場者の最大値は 1996 年の 45.1 万人であ











2014 年版の国際花き統計（AIPH, International Statistics Flowers and 
Plants）などによると，世界の主要国の花き球根栽培面積は表 1のようにな
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る 1。 2013 年のオランダの球根栽培面積は約 18,500haで世界第 1位であり，主
要国全体の約6割を占める。2位はイギリスで約5,200ha，3位が中国約4,500ha，











表１　世界の花き球根生産　2000 年－ 2013 年
 ha 年 ha 年 2013 年シェア 対 2000 年比
ベルギー 224 1999 171 2012 0.5% 76.3%
フィンランド 8 1999
フランス 1,368 2003 1,115 2013 3.4% 81.5%
ドイツ 115 2004 270 2012 0.8% 234.8%
アイルランド 81 2001
オランダ 20,788 2000 18,528 2013 56.6% 89.1%
イギリス 6,293 2000 5,163 2013 15.8% 82.0%
トルコ 54 2004 55 2013 0.2% 101.9%
中国 4,471 2012 13.7%
日本 995 2000 414 2013 1.3% 41.6%
韓国 68 2000 22 2013 0.1% 32.4%
台湾 14 2003
アメリカ 3,611 2001 2,521 2012 7.7% 69.8%
計 33,619 32,730 100.0% 97.4%
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2001, 2004, 2007, 2014。日本
農林水産省『花き生産出荷統計』平成24年産。韓国農林畜産食品部『花卉栽培現況』
2014。英国環境食料農村地域省（DEFRA,UK）, Basic Horticultural Statistics 2014。
















割合について比較しよう。対象期間は 2000 年から 2013 年とする。
１　経済成長率
図 1-Aは，2000 － 2013 年のオランダ，イギリス，フランス，アメリカ，中国，
韓国，ニュージーランド，日本の8か国について，経済成長率（実質GDP増加率）
の推移を示したグラフである。
中国は，2003 年から 2007 年は 10％以上の経済成長である。2007 年には
14.2％に達した。しかし，2008 年 9.6 %，2009 年 9.2％へと低下した。2010 年
には増加するが，以降低下して，2012，13 年は 7.7％となった。
中国以外の 7か国も大局的にはほぼ同じ傾向である。リーマンショックによ
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る。韓国の成長率は 2000 年には 8.8％で中国を上回り，2008 年，09 年もプラ
ス成長ではあるが，全般的に低下傾向にある。2013 年は 3.0％である。ニュー
ジーランドは，2000 年 2.5％から 03 年に 5％まで上昇するが，その後低下し，
2008 年に－ 1.6％に落ち込み，2013 年には 2.8％まで回復した。アメリカ合衆
国は，2013 年は 2.2％にまで回復した。イギリスは 2003 年には 1.7％，日本は
1.6％，フランスは 0.3％である。オランダは，2012 年が－ 1.6，2013 年が－ 0.7
とマイナス成長になっている。
 




2000 年が 10.0％，2008 年に 7.4％まで低下するが，2013 年には 9.9%まで上昇
した。他の 7か国は，総じて，リーマンショックの 2008 年，09 年，10 年と失
業率が急上昇し，その後，低下した。2013 年の失業率は，イギリス 7.5％，米
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国 7.4％，ニュージーランド 4.9％，オランダ 6.7%，日本と中国が 4.0％，韓国
が 3.2％（2012 年）である。オランダとフランスは 2011 年から 2013 年まで失
業率が上昇しているのは欧州債務危機の影響である。（経済成長率もオランダ










数値は，中国が 2.6％，イギリスが 2.6％，オランダが 2.5％，米国 1.5％，韓
国 1.3％，ニュージーランド 1.3％，日本 0.4％の順である。
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2000 年から 2007 年まで，ニュージーランドドル以外は，ユーロに対して通
貨価値は下落（円安）している。2007 年から 2009 年に関して，日本円，中国
元，米ドルは，2007 年，08 年から 2012 年まで，価値を増している。韓国ウォン，
英国ポンド，ＮＺドルは，2009 年まで価値を大きく下げているが，その後は
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減に落ち込むが，回復し 2013 年では，輸出依存度は 70.7％，輸入依存度が
63.4％である。輸出，輸入ともその約 6割はＥＵ内の域内貿易である。









輸入依存度は 39.5％である。中国，ニュージーランド，フランスの 2013 年の
輸出依存度は，20％台で，それぞれ，23.3％，22.6％，20.7％である。この国々
は輸入依存度も 20％台であり，それぞれ，20.6%，22.3％，24.4％である。
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出所：前掲書。
図 1-E （b） 輸入依存度
６　農業
表 2-Aのように，農業従事者の全就業者に占める割合は，中国が 2000 年
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表 2- Ａ　就業者に占める農業従事者の割合（％）
日本 韓国 中国 アメリカ イギリス オランダ フランス ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ
2000 4.05 9.94 66.65 2.09 1.77 3.34 3.35 9.03 
2007 2.66 6.35 62.65 1.70 1.56 2.69 2.35 8.21 
2013 1.85 4.27 59.04 1.42 1.40 2.24 1.74 7.68 
出所：FAO, FAOSTAT: Population,2000-2013 より算出。
http://faostat3.fao.org/home/E　アクセス :2015 年 9 月 28 日。
表 2- Ｂ　GDP に対する農業シェア（％） 
日本 韓国 中国 アメリカ イギリス オランダ フランス ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ
2000 1.6 4.4 14.7 1.2 0.9 2.5 2.3 8.3
2007 1.1 2.7 10.4 1.1 0.6 2 1.8 6.6
2013 1.2 2.3 9.4 1.4 0.7 2 1.6 6.9
注：ニュージーランド（2013 年）の値は，2011 年のもの。
出所：The World Bank Data, Agriculture, value added （% of GDP）より算出。





のチューリップ球根の栽培面積は約 1万 300haで全体の 56％である。ユリ約
3.600ha，20％，スイセン約 1,500ha，8%，ヒヤシンス 4位 1,300ha，7％，グ
ラジオラス 5位約 700ha，4%となっている 3。
3　オランダの花き球根産業の発展については，デハルト（1995a,1995b），新里 (1999, 2011), 
Niisato(2010),農林水産省 (2009)がある。リーマンショックの影響については，Niisato and 
Takeda(2015)を参照せよ。
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出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2014。
オランダの球根面積の推移は，図２のように，第 2 次大戦後大きく拡大
し，1960 年に約 9,800haであったものが，40 年後の 2000 年には 2 倍以上の
20,800haまで拡大した。しかし，2000 年代は全体として循環に変動している。
2005 年まで若干低下し，2007 年に回復するが，2008 年，2009 年，2010 年と




ユリは 2007 年から 09 年の低下が比較的大きい。スイセンは安定傾向，ヒヤシ
461
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ンスはゆっくりと上昇傾向，グラジオラスは一貫した低下傾向がみられる。
 
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 各年版。
図 2　オランダの球根栽培面積
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67,000 万ユーロ，輸入は約 4,000 万ユーロであった。1ユーロ＝ 129.66 円（2013
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表 4　オランダの球根輸出と輸入　2013 年
輸出 輸入
1000 ユーロ ％ 1000 ユーロ ％
オーストリア 4,753 0.7 3 0.0
ベルギー・ルクセンブルク 6,264 0.9 1,571 4.0
チェコ 2,278 0.3
ドイツ 86,655 12.9 861 2.2
デンマーク 6,089 0.9
スペイン 8,065 1.2 40 0.1
フィンランド 9,163 1.4





イギリス 44,892 6.7 69 0.2
EUその他 13,734 2.0 18 0.0
EU合計 262,754 39.0 2,885 7.4
オーストラリア 12,591 1.9 ブラジル 8,275 21.3
ブラジル 7,312 1.1 チリ 8,801 22.7
カナダ 24,380 3.6 中国 1,177 3.0
中国 50,366 7.5 エクアドル 308 0.8
コロンビア 7,927 1.2 インド 405 1.0
日本 41,259 6.1 イスラエル 1,467 3.8
メキシコ 22,119 3.3 日本 671 1.7
ノールウエー 8,622 1.3 モロッコ 494 1.3
ロシア 28,142 4.2 ニュージーランド 4,636 11.9
韓国 5,292 0.8 ペルー 2,314 6.0
スイス 10,632 1.6 南アフリカ 2,193 5.6
台湾 12,302 1.8 タイ 115 0.3
ウクライナ 7,838 1.2 トルコ
アメリカ 105,869 15.7 アメリカ 3,481 9.0
ベトナム 17,561 2.6 ザンビア
欧州（EU以外） 57,305 8.5 1 0.0
アフリカ 5,675 0.8 3,334 8.6
アジア（中東以外） 134,416 20.0 3,097 8.0
中東 13,825 2.1 1,470 3.8
北アメリカ 130,249 19.3 3,495 9.0
ラテン・アメリカ 52,681 7.8 19,722 50.8
オーストラリア、オセアニア 15,736 2.3 4,849 12.5
その他の国 47,958 7.1 747 1.9
全世界 673,321 100.0 38,854 100.0
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2013
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国内生産の輸出割合は数量ベースで，約７割といわれている。チューリッ
プ球根では，表 4のように，2002/3 年の総販売球数は，国内向けが 30％，EU
























である。2008 年，2009 年と減少し，2010 年，2011 年は増加，2012 年，2013
年は若干減少である。
2006 年以降の輸出数量と輸出単価は，図４（b）に示される。2007 年まで輸
出数量は増加，2009 年に減少するが，それ以降 2013 年まで増加している。輸
出単価（輸出額÷輸出数量）は，2009 年まで減少，2010 年は増加するが，そ
465





技術革新による供給（曲線）の低下を反映する。2008 年から 2009 年の球根価
格が低下と，輸出数量の低下は，リーマンショック・世界同時不況による世界
の球根需要低下の影響と考えられる。輸出数量は 2010 年，11 年と回復した。




出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants各年版。
図 4（a）　オランダの球根輸出額
466













－252 （     ）－





年に生産額が 3,200 万ポンド，輸入は 3,100 万ポンドであり，ほぼ等しかった。
輸入は拡大し，2010 年には 3倍以上の 9,500 万ポンドまで拡大した。輸入先は
オランダからが 85％，その他 EU諸国からでほぼ 100％である 5。2000 年の輸





2000 年は 45％であったが，2013 年には 30％程度に下がっている。
5　AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2013による。
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出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants　各年版。
図 7　フランスの球根栽培面積
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フランスもイギリス同様，球根の輸入超過国である。2013 年は輸入が約 36
百万ユーロ，輸出が約 14 百万ユーロである。輸入先ではオランダが 88％，








アメリカの球根栽培面積は，1997 年 3,576ha，2001 年 3,611ha，2007 年
2,472ha，2012 年 2,521haとなっており 7，2000 年代後半は低下したと推測さ
れる。 図９のように，アメリカは球根の輸入超過国である。2013 年の輸出が
800 万ユーロに対し，輸入は 11,000 万ユーロで輸出の 15 倍である。輸入の約
6　AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2013。
7　AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2014など。
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9割はオランダからである。リーマンショック後の 2008 年，09 年と輸入は減
少し，その後停滞している。
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants　2014 年。
図 9　アメリカの球根輸出，輸入
5　中国
中国は，現在，世界 3位の球根生産国である。図 10 のように，栽培面積，
生産額とも 2000 年代は拡大傾向にある。しかし，2010 年以降は低下している。
オランダからの輸入は，図 11 のように，2000 年代は拡大傾向にある。2008 年
に減少するが，リーマンショックの影響は一時的で，2012 年まで急速に拡大
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球根全体では，1995 年 91haから , 2000 年 68ha, 2005 年 18haに減少し，2009
年に 51haまで回復するが，2013 年には 22haに減少した。品目別の変動が激
472
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表６　ニュージーランドの球根輸出（単位：1000 ユーロ）
2010 2011 2012 2013
日本 4,623 5,881 5,929 6,403
アメリカ 2,681 2,752 3,185 3,210
オランダ 3,701 3,772 4,039 3,957
台湾 1,521 1,387 1,397 1,190
中国 1,346 2,381 1,249 2,036
カナダ 531 1,244 726 803
オーストラリア 552 861 996 971
ケニア 493 291 78 118
フランス 6 5 10 4
ノールウェー 335 490 395 301
アラブ首長国連邦 55 0
ベトナム 285 357 724 1,018
その他 934 1,025 257 2,761
計 17,009 20,282 19,240 20,756
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2014
8　日本
日本の球根栽培面積は，図 16 のように，1970 年には 1,788haであったが 10，
1980 年代は約 1,600haに低下，若干持ち直すが，1990 年以降は急速に低下し，
2005 年には 600haを切り，2013 年には 414haとなった 11。
品目別栽培面積（表７）では，2000 年以降の品目別球根栽培面積が示され
ている。ユリ，チューリップ，グラジオラスいずれも大きく減少している。
2006 年の栽培面積の割合はチューリップが 45％，ユリが 17％，グラジオラス
は 6％である 12。
10　年次別データでは，1973年が最高で20,169haである。











球根類 ユリ チューリップ グラジオラス
2000 995 218 430 95
2001 883 189 394 76
2002 778 167 365 50
2003 703 141 318 46
2004 636 105 291 37
2005 597 100 282 29
2006 575 96 261 35 
出所：農林水産省花き生産出荷統計。








たが，2000 年以降は減少傾向である。その結果，1991 年には自給率は約 7割
（67％）であったが，1994 年に 50％を割り，近年は，輸入が国内生産の 3倍程
度になり，国内品の割合（自給率）は 2割程度になった。2013 年の生産は 112
百万球，輸入 385 百万球，輸出 1百万球で，自給率 22.6％であった。
図 18 は，金額ベースでの，生産，輸入，輸出，消費，自給率の推移である。
生産額は 1991 年以降一貫して減少傾向である。輸入額は 1991 年から 1996 年
までは増加，その後，2000 年まで増加した。1996 年から 2000 年までは輸入数
量は増加しているので，この間，輸入価格が下落した。このため。消費額は
1996 年まで増加するが，2000 年まで減少する。2000 年代の輸入額の推移は，
2005 年まで減少，2006 年，2007 年と増加，2008 年から 2012 年まで減少した。
消費額はその結果，2001 年から 2005 年まで減少し，2007 年まで増加となるが，
その後減少した。
図 19 に，生産，輸入，消費の単位価格の推移移を示した。2000 年代は，ユー






















国別 2010 2011 2012 2013
ユリ オランダ 3,072 3,087 2,790 3,087
ベルギー 3 0 0 1
フランス 0 0 0 1
アメリカ合衆国 0 0 0 1
チリ 346 274 236 275
ニュージーランド 615 735 714 971
小計 4,036 4,096 3,740 4,336
チューリップ オランダ 1,647 1,589 1,498 1,770
ニュージーランド 27 36 35 44
中華人民共和国 4 3 0 0
小計 1,678 1,627 1,532 1,814
 出所：財務省貿易統計
481








2008 年，09 年と減少した。2010 年，11 年には回復している。世界各国へ輸出
しているが，欧州が 50％，アジア 20％，北米 20％，中南米 10％である。日本





しかったが，急速に拡大し，輸入は 2011 年には，2000 年の 3倍以上になった。
これは，イギリスの球根消費需要が 2000 年代大きく増加したことを意味する。
３　フランス
フランスの球根栽培面積は低下傾向にある。2003 年と 2013 年では 2割減少
した。輸出は安定しているが，輸入が大きく低下してきており，2006 年に対
して 2013 年は 40％減である。生産（栽培面積）の減少と合わせると，これは，
球根消費需要の大きな低下があることを意味する。
４　アメリカ
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以降は低下傾向である。生産額も面積と同様の変動である。オランダからの輸
入額の推移では，2008 年に減少しているが，2012 年まで急激に拡大し，2012
年は，2000 年比 7 倍である。2008 年比 2 倍である。リーマンショック後も中
国の球根需要は急激に拡大している。
６　韓国
2000 年代の韓国球栽培面積は大きく変動した。2005 年は 2000 年比 26％，











日本の球根面積は，1980 年代以降減少しており，2000 年代（2000 年
995ha），も毎年減少し，2010 年 505ha，2013 年には 441haとなった。生産数
量では，2000 年 306 万球，2010 年 150 万球，2013 年 112 百万球と減少した。
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